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第１章 エコパーク 21 の施設の概要 

本市で発生するし尿及び浄化槽汚泥は、平成13年度より、エコパーク２１で処理しています。エコパー

ク２１の施設概要は、次に示すとおりです。 

 

1  施設の概要 

・施設名称        エコパーク２１ 

・設置場所        奈良県生駒市北田原町２４７６番地８ 

・敷地面積        ７，５１８ｍ２（都市計画決定区域 約２０，９７０ｍ２） 

・建設面積        管理棟  約１，０００ｍ２ 

                処理棟  約１，２５０ｍ２ 

・延床面積        管理棟  １，５９２ｍ２ 

                （構造＝鉄筋コンクリート造り地下１階地上２階） 

                 処理棟  ２，９４０ｍ２ 

                      （構造＝鉄筋コンクリート造り一部地下１階地上２階） 

                             計量棟     ２６ｍ２ 

                 （構造＝鉄骨造り） 

   ･事業費等         総事業費    ３，５７８，８６２千円 

本体工事費   ３，４８０，７５０千円 

委託料等       ９８，１１２千円 

財源内訳 

  国庫補助金  １，２１７，９９９千円 

  地方債    １，８２３，３００千円 

  一般財源     ５３７，５６３千円 

   ・工期           平成９年度～平成１２年度（４ヵ年継続事業） 

   ・工事方式        スクラップ＆ビルド方式 

   ・発注方式        性能発注（一括発注）方式 

   ・契約方法        指名競争入札（６業者を指名） 

                （メビウスシステムを有し、実証実験済み業者） 

   ・設計施工        三菱重工業（株） 

   ・施工管理        日本技術開発（株） 

（汚泥再生処理センター整備計画作成業者） 

 

＜処理方式の変更について＞ 

エコパーク21の処理水は富雄川へ放流しておりましたが、平成29年3月27日に放流先を公共下  

水道へ切り替えました。放流先の切り替えに伴い、処理設備の一部を停止しています。 
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・処理能力        し尿等８０ kl / 日（し尿１０kl / 日・浄化槽汚泥７０kl / 日） 

生ごみ１．３ｔ / 日（最大２．６ｔ / 日） 

                計画放流水量    １２０㎥ 

・処理方式        膜分離高負荷生物脱窒素処理方式 ＋ 高度処理のうち、膜分離装置 

及び活性炭吸着塔をバイパスし、放流先を下水道放流とする。 

・発酵方式        高温高速メタン発酵方式（メビウスシステム） 

汚泥生ごみ混合調整槽容量   ２５㎥ 

メタン発酵槽容量      ２３５㎥ 

液温           ５５±２℃ 

滞留発酵日数         １６日 

ガスホルダー容量    ３４０㎥（１７０㎥×２基） 

ガス発電機能力       ７０ｋｗ 

 

2 施設性能基準値 

１）下水放流水の水質基準 

温度                          ４５度未満 

アンモニア性窒素                    ６０ｍｇ / l以下 

水素イオン濃度                     ５～９  

ＢＯＤ                         １００ｍｇ / l以下 

   ＳＳ                          １５０ｍｇ / l以下 

   ノルマルヘキサン抽出物質含有量（鉱油類）        ５ｍｇ / l以下 

   ノルマルヘキサン抽出物質含有量（動植物油類）      ３０ｍｇ / l以下 

よう素                         ２２０ｍｇ / l以下 

窒素                          ２４０ｍｇ / l以下 

リン                          ３２ｍｇ / l以下 

 

２）悪臭規制値（敷地境界） 

アンモニア                  １            ｐｐｍ以下 

メチルメルカブタン          ０．００２    ｐｐｍ以下 

硫化水素                   ０．０２      ｐｐｍ以下 

硫化メチル                  ０．０１      ｐｐｍ以下 

二硫化メチル                ０．００９    ｐｐｍ以下 

トリメチルアミン            ０．００５    ｐｐｍ以下 

アセトアルデヒド            ０．０５      ｐｐｍ以下 

スチレン                    ０．４        ｐｐｍ以下 

プロピオン酸                ０．０３      ｐｐｍ以下 

ノルマル酪酸                ０．００１    ｐｐｍ以下 

ノルマル吉草酸              ０．０００９  ｐｐｍ以下 

イソ吉草酸                ０．００１    ｐｐｍ以下 

臭気濃度                    １０以下 

排出口臭気濃度            ３００以下 
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３）騒音規制値（敷地境界） 

朝  （６時～８時）      ４５ｄＢ 

昼間 （８時～１８時）    ５０ｄＢ 

夕  （１８時～２２時）  ４５ｄＢ 

夜間 （２２時～６時）   ４０ｄＢ 

 

４）振動規制値（敷地境界） 

昼間 （８時～１９時）    ６０ｄＢ 

夜間 （１９時～８時）    ５５ｄＢ 
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第２章 生活排水の処理状況 

現在の本市における生活排水は、公共下水道及び合併処理浄化槽によって処理されています。 

１ 生活排水の処理形態別人口 

本市の処理区域内における過去３年間（令和３年度～令和５年度）の処理形態別人口は、水洗化・生

活排水処理人口はほぼ横ばい、単独処理浄化槽や非水洗化人口が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

118,139 人 117,629 人 116,819 人

95,369 人 95,419 人 95,071 人

（1）ｺﾐｭﾆﾃｨ・ﾌﾟﾗﾝﾄ 3,422 人 3,319 人 3,232 人

（2）合併処理浄化槽 14,381 人 14,447 人 14,328 人

（3）公共下水道 77,566 人 77,653 人 77,511 人

（4）農業集落排水設置 0 人 0 人 0 人

21,339 人 20,856 人 20,451 人

1,431 人 1,354 人 1,297 人

0 人 0 人 0 人

令和5年度

表１　処理形態別人口

３　単独処理浄化槽

４　非水洗化人口
（くみ取り人口）

５　自家処理人口

２　水洗化・生活排水処理人口

１　人　　　口

区　　　　　　　分 令和4年度令和3年度
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２ し尿及び浄化槽汚泥の処理 

１）し尿及び浄化槽汚泥の処理実績 

下水道の整備などによりし尿及び浄化槽汚泥の搬入量は減少傾向を示しており、平成２８年４月から 

は平群町汚泥の受け入れを開始しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和3年度 令和4年度 令和5年度

し尿（kℓ/年） 3,741.67 3,433.89 3,419.81

浄化槽汚泥（kℓ/年） 18,689.14 18,304.60 17,503.61

平群町汚泥（kℓ/年） 2,918.19 4,785.79 4,686.32

年間合計（kℓ/年） 25,349.00 26,524.28 25,609.74

生ごみ（ｔ/年） 434.54 438.46 432.88

し尿（kℓ/日） 10.25 9.41 9.34

浄化槽汚泥（kℓ/日） 51.20 50.15 47.82

平群町汚泥（kℓ/日） 8.00 13.11 12.80

日量合計（kℓ/日） 69.45 72.67 69.96

生ごみ（ｔ/日） 1.19 1.20 1.18

73.73 69.01 68.35

表２　し尿及び浄化槽汚泥等の処理実績

搬
入
量

処
理
量

浄化槽汚泥混入率（％）
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２) 搬入台数 

エコパーク２１全体での年間搬入台数は令和４年度に比べて５８台減少しています。内訳としまして、

汲み取りし尿の搬入車両は４８台減少、浄化槽汚泥の搬入車両は１４台増加です。平群町汚泥の搬入車両

については、２４台減少となりました。 

生ごみの年間搬入車両は、令和４年度に比べ１３台減少しました。 

 

 

 

 

296 日 294 日 294 日

２t車 2,253 台 2,156 台 2,108 台

４ｔ車 0 台 0 台 0 台

２t車 1,604 台 1,724 台 1,330 台

４ｔ車 3,521 台 3,371 台 3,779 台

年間搬入日数 209 日 248 日 241 日

４ｔ車 915 台 1,470 台 1,446 台

8,293 台 8,721 台 8,663 台

年間搬入日数 313 日 313 日 313 日

２t車 824 台 844 台 831 台

表３　年間搬入台数

令和4年度 令和5年度年　　　度

年間搬入日数

し尿

浄化槽汚泥

合　　　計

平群町汚泥

令和3年度

生ごみ

２ｔ車 7.6 台 7.3 台 7.2 台

４t車 0.0 台 0.0 台 0.0 台

２ｔ車 5.4 台 5.9 台 4.5 台

４t車 11.9 台 11.5 台 12.9 台

平群町汚泥 ４t車 4.4 台 5.9 台 6.0 台

29.3 台 30.6 台 30.6 台

生ごみ ２ｔ車 2.6 台 2.7 台 2.7 台

令和5年度

表４　日平均搬入台数

年　　　度

し尿

浄化槽汚泥

合　　　計

令和4年度令和3年度
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第３章 水質検査等の結果 

１ 水質検査結果 

１）下水放流水 

 

  

度 45度未満 26.9 28.3 28.2 33.0 33.7 33.1 31.5 27.9 24.5 21.7 20.4 21.4

mg/L 60mg/L 0.16 0.24 0.2 0.05 0.13 0.13 0.24 0.2 0.17 0.19 0.19 0.23

- 5～9 8.3 7.9 8.1 8.3 7.8 7.9 8.3 8.2 8.0 8.5 8.4 8.3

mg/L 100mg/L 8.8 5 4.4 9 4 3.7 2.2 4.1 4.5 3.8 5.2 3.9

mg/L 150mg/L 20 11 11 22 10 22 7 10 8 10 15 9

鉱物油類含有量 mg/L 5mg/L < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1

動植物油類含有量 mg/L 30mg/L < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1

mg/L 220mg/L 6 6 9 12 8 5 9 8 7 9 7 9

mg/L 240mg/L 6.2 5.3 5.6 7.5 6.4 4.6 5.1 6.3 4.7 5.2 4.9 5.5

mg/L 32mg/L 22 24 19 21 21 18 16 14 14 16 16 17

mg/L - 250 250 240 250 210 180 210 210 210 260 230 240

表５　令和５年度 下水放流水

分析項目 下水放流基準(※) ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

水　温

窒素含有量

リン含有量

塩化物イオン

※生駒市し尿処理施設から排出される処理水の大和川上流・宇陀川流域下水道での受け入れに関する協定書 第4条2号に定める基準

アンモニア性窒素

水素イオン濃度（ｐＨ）

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）

浮遊物質量（ＳＳ）

ノルマルヘキサン
抽出物質含有量

よう素消費量
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２ 下水放流水の水質の推移 

 

１）水温 （度）

測定月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R3年度 21.1 29 31.1 30.7 34.5 32.4 30.3 28.1 24.1 20.9 20.4 20.8

R4年度 27.8 27.9 30.4 32.6 34 33.1 30.1 26.6 24.7 20.5 19.8 22.2

R5年度 26.9 28.3 28.2 33 33.7 33.1 31.5 27.9 24.5 21.7 20.4 21.4

２）アンモニア性窒素 （mg/L）

測定月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R3年度 0.96 0.13 0.16 0.18 0.21 0.13 1.5 0.39 0.34 0.4 0.2 0.18

R4年度 0.22 0.38 0.14 0.33 0.14 0.32 0.18 0.25 0.2 0.24 0.4 0.26

R5年度 0.16 0.24 0.2 0.05 0.13 0.13 0.24 0.2 0.17 0.19 0.19 0.23

0

10

20

30

40

50（度）

水温

下水放流基準

0

10

20

30

40

50

60

70（mg/L）

アンモニア性窒素

下水放流基準
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３）水素イオン濃度(pH)

測定月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R3年度 7.7 8.1 8 7.9 8.2 7.6 7.5 7.4 7.5 8.2 8.2 8.3

R4年度 8.2 8 8 8.2 8.2 8 7.9 7.8 8.4 8.3 8.4 8.3

R5年度 8.3 7.9 8.1 8.3 7.8 7.9 8.3 8.2 8 8.5 8.4 8.3

４）生物化学的酸素要求量（BOD） （mg/L）

測定月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R3年度 5.9 4.9 4.1 5.7 7.4 5 7.5 9.7 5.6 12 7.9 7.8

R4年度 8.5 5 5.6 8.1 5.3 3.9 5.5 2.7 5 2.9 8.7 5.9

R5年度 8.8 5 4.4 9 4 3.7 2.2 4.1 4.5 3.8 5.2 3.9

5

5.5

6

6.5

7

7.5

8

8.5

9

9.5

水素イオン濃度

(pH)

下水放流基準

（下限値）

下水放流基準

（上限値）

0

20

40

60

80

100

120（mg/L）

BOD

下水放流基準
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５）浮遊物質（SS） （mg/L）

測定月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R3年度 8 22 14 19 17 10 31 37 16 24 18 22

R4年度 34 14 10 21 16 12 11 11 28 8 20 15

R5年度 20 11 11 22 10 22 7 10 8 10 15 9

６）ノルマルヘキサン抽出物質含有量（鉱物油類） （mg/L）

測定月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R3年度 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1

R4年度 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1

R5年度 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1
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７）ノルマルヘキサン抽出物質含有量（動植物油類） （mg/L）

測定月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R3年度 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1

R4年度 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1

R5年度 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1

８）よう素消費量 （mg/L）

測定月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R3年度 12 15 20 15 31 11 13 11 15 21 9 7

R4年度 12 10 12 5 12 9 6 < 5 < 5 5 < 5 5

R5年度 6 6 9 12 8 5 9 8 7 9 7 9
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９）窒素含有量 （mg/L）

測定月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R3年度 5.8 5.7 5 6.4 13 6.4 8.2 7.6 5.3 6.8 6.8 11

R4年度 6.3 5.4 5.1 6.4 7.4 5.7 6.4 6.4 6.7 4.4 6.4 5.4

R5年度 6.2 5.3 5.6 7.5 6.4 4.6 5.1 6.3 4.7 5.2 4.9 5.5

１０）リン含有量 （mg/L）

測定月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R3年度 17 15 16 18 22 22 22 19 16 25 18 20

R4年度 23 18 21 23 23 19 20 19 17 16 19 19

R5年度 22 24 19 21 21 18 16 14 14 16 16 17
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１１）塩化物イオン （mg/L）

測定月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R3年度 180 140 310 200 220 190 200 180 220 240 210 210

R4年度 230 250 220 210 280 210 170 200 160 190 180 220

R5年度 250 250 240 250 210 180 210 210 210 260 230 240
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３ 臭気測定 

１）活性炭脱臭装置出口 

 

 

２）敷地境界（風上） 

 

 

 

  

アンモニア （ｐｐｍ） － 0.9  < 0.1  < 0.1 0.4

メチルメルカプタン （ｐｐｍ） －  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002

硫化水素 （ｐｐｍ） －  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002

硫化メチル （ｐｐｍ） －  < 0.001  < 0.001  < 0.001  < 0.001

二硫化メチル （ｐｐｍ） －  < 0.0009  < 0.0009  < 0.0009  < 0.0009

トリメチルアミン （ｐｐｍ） －  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005

アセトアルデヒド （ｐｐｍ） －  < 0.005  < 0.005  < 0.005  < 0.005 

スチレン （ｐｐｍ） －  < 0.04　  < 0.04　  < 0.04　  < 0.04　

プロピオン酸 （ｐｐｍ） －  < 0.003  < 0.003  < 0.003  < 0.003

ノルマル酪酸 （ｐｐｍ） －  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001

ノルマル吉草酸 （ｐｐｍ） －  < 0.00009  < 0.00009  < 0.00009  < 0.00009

イソ吉草酸 （ｐｐｍ） －  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001

臭気指数 －  <10  <10 15  <10 

臭気濃度 300  <10  <10 31  <10 

表６　令和5年度　活性炭脱臭装置出口

調査項目
施設

性能値
5月 8月 11月 2月

5月 8月 11月 2月

南西角 北東角 北西角 北西角

アンモニア （ｐｐｍ） 1    0.2  < 0.1  < 0.1  < 0.1

メチルメルカプタン （ｐｐｍ） 0.002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002

硫化水素 （ｐｐｍ） 0.02  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002

硫化メチル （ｐｐｍ） 0.01  < 0.001  < 0.001  < 0.001  < 0.001

二硫化メチル （ｐｐｍ） 0.009  < 0.0009  < 0.0009  < 0.0009  < 0.0009

トリメチルアミン （ｐｐｍ） 0.005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005

アセトアルデヒド （ｐｐｍ） 0.05  < 0.005  < 0.005  < 0.005  < 0.005 

スチレン （ｐｐｍ） 0.4  < 0.04　  < 0.04　  < 0.04　  < 0.04　

プロピオン酸 （ｐｐｍ） 0.03  < 0.003  < 0.003  < 0.003  < 0.003

ノルマル酪酸 （ｐｐｍ） 0.001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001

ノルマル吉草酸 （ｐｐｍ） 0.0009  < 0.00009  < 0.00009  < 0.00009  < 0.00009

イソ吉草酸 （ｐｐｍ） 0.001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001

臭気指数 －  <10  <10  <10  <10 

臭気濃度 10  <10  <10  <10  <10 

表７　令和5年度　敷地境界（風上）

調査項目
施設

性能値
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３）敷地境界（風下） 

 

 

４ 騒音・振動測定 

１）騒音測定結果 

 
施設の騒音は殆ど変動しない定常音であるため、No.1、2ともに指示値を測定値としました。 

令和５年度はエコパーク 21外壁改修工事のため施設の周囲をシートで覆っていたことにより、

シートが風ではためく音が音源のひとつになっていました。 

 

２）振動測定結果 

 

施設の振動は殆ど変動しない定常振動であるため、No.1、2ともに指示値を測定値としました。 

5月 8月 11月 2月

北東角 南西角 南東角 南東角

アンモニア （ｐｐｍ） 1    0.2    0.1  < 0.1  < 0.1

メチルメルカプタン （ｐｐｍ） 0.002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002

硫化水素 （ｐｐｍ） 0.02  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002

硫化メチル （ｐｐｍ） 0.01  < 0.001  < 0.001  < 0.001  < 0.001

二硫化メチル （ｐｐｍ） 0.009  < 0.0009  < 0.0009  < 0.0009  < 0.0009

トリメチルアミン （ｐｐｍ） 0.005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005

アセトアルデヒド （ｐｐｍ） 0.05  < 0.005  < 0.005  < 0.005  < 0.005 

スチレン （ｐｐｍ） 0.4  < 0.04　  < 0.04　  < 0.04　  < 0.04　

プロピオン酸 （ｐｐｍ） 0.03  < 0.003  < 0.003  < 0.003  < 0.003

ノルマル酪酸 （ｐｐｍ） 0.001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001

ノルマル吉草酸 （ｐｐｍ） 0.0009  < 0.00009  < 0.00009  < 0.00009  < 0.00009

イソ吉草酸 （ｐｐｍ） 0.001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001

臭気指数 －  <10  <10  <10  <10 

臭気濃度 10  <10  <10  <10  <10 

表８　令和5年度　敷地境界（風下）

調査項目
施設

性能値

単位：ｄb(A)

No１ No2

（敷地境界　北西角） （敷地境界　南東角）

朝 （6～8時） 45 41～45 44～49

昼間 （8～18時） 50 41～45 43～48

夕 （１8～22時） 45 42～43 44～45

夜間 （22～6時） 40 37～41 40～43

施設
性能値

表９ 令和5年度　騒音測定結果

単位：ｄb

No１ No2

（敷地境界　北西角） （敷地境界　南東角）

昼間 (8～19時） 60 <25～29 27～29

夜間 （19～8時） 55 <25 <25～27

施設
性能値

表１０ 令和5年度　振動測定結果
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第４章 再資源化設備の稼働状況 

１ 生ごみの搬入状況           

エコパーク２１で処理している生ごみは、百貨店・スーパー・レストラン・大学の食堂・介護老人

保健施設や病院等から排出される事業系の野菜ごみと学校給食センターの調理屑を活用しています。 

運び込まれる生ごみは、排出事業者がトレー・紙・ラップやゴム等の発酵しない不適物を取り除い

たものです。令和５年度の搬入量は前年度と比べ５．５８ｔ減少しました。 

 

 

 

２ メタンガス発生量及び利用状況      

メタンガスを得るために、含水率９０％程度に濃縮脱水した汚泥と生ごみをそれぞれメタン発酵槽

へ投入し、更にメタン発酵槽内を液温５５℃程度に保ち、１６日間経過すると平均６０％の濃度のメ

タンガスが発生します。 

令和５年度では、年間約１３０，０２７㎥、１日当たりにすると約３５５㎥発生しました。前年度

と比較すると年間約９，３５９㎥の減少となりました。 

発生したメタンガスは、発電機の燃料として約７１，０５２㎥（利用割合約５５％）、メタン発酵槽

の加温や消化汚泥の乾燥のためのボイラの燃料として約５８，３２８㎥（利用割合約４５％）を使用

しました。 

 

３ メタンガスによる発電状況 

メタンガスによる発電電力量は、年間３９，７１５kWh、一日当たり約１４３kWhの発電量で、前年度

と比較すると年間で３，４４５kWhの減少となりました。 

この電力は、エコパーク２１の照明電力として使用し、年間の施設使用電力量の約２．２％であり

ます。 

この発生した電力を一般家庭に供給した場合、一世帯４人家族の家庭で換算すると、一世帯が１日

１０kWh使用するとして約１１世帯に供給することが可能であります。 

 

 

 

 

 

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

搬入日数 313 日 313 日 313 日

年間搬入量 434.54 t 438.46 t 432.88 t

日平均搬入量 1.39 t 1.40 t 1.38 t

処理日数 365 日 365 日 366 日

日平均処理量 1.19 t 1.2 t 1.18 t

表１１　生ごみ搬入量及び処理量の推移
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４ 汚泥肥料（たけまるコンポ）  

１）汚泥肥料（たけまるコンポ）の提供数等 

メタン発酵を終えた消化汚泥を、肥料とするために、消化汚泥を遠心分離機で含水率約８０％まで

脱水。脱水を行った汚泥を真空乾燥機で、１６時間程度かけ含水率６０％前後まで乾燥します。更に、

汚泥発酵装置で１０日余り微生物の力を借りて再発酵させると、含水率３５％程度の粉末の汚泥肥料

（たけまるコンポ）となります。 

令和５年度は汚泥肥料の袋詰作業を７６日間行い、１０㎏入り袋で作業日１日当たり約１５９袋を

製造しました。 

汚泥肥料の提供は、毎週火・木曜日（休業日は除く。）の午後１時３０分までに受付された人に均

等に配布しており、年間で１２，０４８袋を製造し、３，０００人の方々に提供しました。 

 

  

単位 令和4年度 令和5年度 前年比

％ 61.9 60.9 -

年間 ㎥ 139,386.8 130,027.4 -9,359.4

日平均 ㎥ 381.9 355.3 -26.6

㎥ 139,439.7 129,890.5 -9,549.2

年間 ㎥ 77,906.8 71,052.3 -6,854.5

日平均 ㎥ 213.4 194.1 -19.3

年間 ㎥ 61,498.9 58,328.1 -3,170.8

日平均 ㎥ 168.5 159.4 -9.1

㎥ 34.0 510.1 476.1

年間 ｋWh 1,837,853 1,838,599 746

日平均 ｋWh 5,035 5,023 -12

年間 ｋWh 1,794,693 1,798,884 4,191

日平均 ｋWh 4,917 4,915 -2

年間 ｋWh 43,160 39,715 -3,445

日平均 ｋWh 155.8 143.4 -12.4

％ 2.35 2.16 -0.19

発電機使用量

ボイラ使用量

年間余剰燃焼

施設総電力使用量

商用電力購入量

メタンガスによる
発電電力量

総電力量対発生電力量

表１２　メタンガス発生量及びガス利用状況

項目

メタンガス濃度(年平均)

ガス総発生量

年間総ガス使用量

令和4年度 87 12,885 148

令和5年度 76 12,048 159

対前年比 -11 -837 11

袋詰数

表１３　汚泥発酵肥料（たけまるコンポ）の袋詰数

年度 袋詰日数
1日当たりの

袋詰数
袋詰数
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２）汚泥肥料（たけまるコンポ）の成分試験       

汚泥肥料（たけまるコンポ）に含まれている成分（ｐＨ・含水率・窒素・リン酸・カリ等１７項

目）を毎月１回民間検査機関において検査しています。 

検査の結果、肥料に含まれる砒素、カドミウム、水銀、ニッケル、クロム、鉛の有害成分は、許容

最大値以下でした。 

 

 

 

年度 市内 市外 合計

令和4年度 6,662 6,064 12,726

令和5年度 5,190 6,539 11,729

対前年比 -1,472 475 －

令和4年度 1,151 1,959 3,110

令和5年度 960 2,040 3,000

対前年比 -191 81 －

令和4年度 5.8 3.1 －

令和5年度 5.4 3.2 －

提供者数

一人当たりの
提供袋数

表１４　汚泥発酵肥料（たけまるコンポ）の提供数

提供袋数

水素イオン濃度 （ｐH) － 6.7 6.1 6.4

含水率 （％） － 30.4 24.8 27.9

窒素 （％） － 4.8 3.4 4.3

リン酸 （％） － 4.9 3.9 4.4

カリ （％） － 0.35 0.22 0.28

銅 （％） － 0.074 0.036 0.047

亜鉛 （％） － 0.19 0.11 0.14

石灰 （％） － 4.1 2.6 3.5

炭素窒素比 － 8.9 7.2 8.0

砒素 （％） 0.005 0.0003 <0.0001 0.0002

カドミウム （％） 0.0005 0.00026 0.00011 0.00018

水銀 （％） 0.0002 0.000059 0.000037 0.000050

ニッケル （％） 0.03 0.002 0.0012 0.0015

クロム （％） 0.05 0.0034 0.0015 0.0020

鉛 （％） 0.01 0.0018 0.0009 0.0012

ク溶性リン酸 （％） － 4.5 3.7 4.0

腐植含有量 （％） － 23 18 20

含有を許される
有害成分の最大量

最大値 最小値 平均値項目

表１５　令和5年度　たけまるコンポの含有量試験結果



  

- 19 - 

 

 

３）肥料登録関係 

   登録番号   生第 ８１５５６号 

   登録年月日  平成１３年４月２５日 

   登録更新   令和 ４年４月２２日 

   有効期限   令和 ７年４月２４日 

   原料の種類  し尿汚泥・生ごみ 

   肥料の種類  汚泥肥料 

   肥料の名称  たけまるコンポ 

   正味重量   １０キログラム 

主要な成分の含有量（生産した事業場における平均的な測定値） 

      ・窒素全量      ５．４％ 

      ・リン酸       ４．２％ 

      ・カリ        ０．５％未満 

      ・水分       ２７．９％ 

      ・銅        ４９０ ㎎／㎏ 

      ・炭素窒素比       ７ 

      ・亜鉛     １，６００ ㎎／㎏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

- 20 - 

 

第５章 エコパーク２１の経費等 

1 年度別運営費 

 
 

 

 
 

 

（単位：円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備考

総　額 284,559,953 284,726,621 314,287,750 345,649,080

光熱水費 38,806,291 40,268,235 53,103,791 44,234,848 電気代等

修繕費 1,388,497 181,500 155,100 49,500 施設修繕料等

委託料 236,666,529 236,874,510 237,982,865 238,096,738 運転維持管理・保守点検等

その他 7,698,636 7,402,376 23,045,994 63,267,994

表１６　年度別運営費

0

50000

100000

150000

200000

250000

300000

350000

400000

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

（千円） 図１ 年度別運営費

そ の 他

委 託 料

修 繕 費

光熱水費
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第６章 その他の測定 

 １ 臭気測定 

１）北田原地区 

 
 

２）白庭台地区 

 

5月 8月 11月 2月

アンモニア ｐｐｍ 1  < 0.1  < 0.1  < 0.1  < 0.1

メチルメルカプタン ｐｐｍ 0.002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002

硫化水素 ｐｐｍ 0.02  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002

硫化メチル ｐｐｍ 0.01  < 0.001  < 0.001  < 0.001  < 0.001

二硫化メチル ｐｐｍ 0.009  < 0.0009  < 0.0009  < 0.0009  < 0.0009

トリメチルアミン ｐｐｍ 0.005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005

アセトアルデヒド ｐｐｍ 0.05  < 0.005  < 0.005  < 0.005  < 0.005 

スチレン ｐｐｍ 0.4  < 0.04　  < 0.04　  < 0.04　  < 0.04　

プロピオン酸 ｐｐｍ 0.03  < 0.003  < 0.003  < 0.003  < 0.003

ノルマル酪酸 ｐｐｍ 0.001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001

ノルマル吉草酸 ｐｐｍ 0.0009  < 0.00009  < 0.00009  < 0.00009  < 0.00009

イソ吉草酸 ｐｐｍ 0.001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001

臭気指数 －  <10  <10  <10  <10 

臭気濃度 10  <10  <10  <10  <10 

施設
性能値

令和5年度

表１７　令和5年度　北田原地区

5月 8月 11月 2月

アンモニア ｐｐｍ 1  < 0.1  < 0.1  < 0.1  < 0.1

メチルメルカプタン ｐｐｍ 0.002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002

硫化水素 ｐｐｍ 0.02  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002

硫化メチル ｐｐｍ 0.01  < 0.001  < 0.001  < 0.001  < 0.001

二硫化メチル ｐｐｍ 0.009  < 0.0009  < 0.0009  < 0.0009  < 0.0009

トリメチルアミン ｐｐｍ 0.005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005

アセトアルデヒド ｐｐｍ 0.05  < 0.005  < 0.005  < 0.005  < 0.005 

スチレン ｐｐｍ 0.4  < 0.04　  < 0.04　  < 0.04　  < 0.04　

プロピオン酸 ｐｐｍ 0.03  < 0.003  < 0.003  < 0.003  < 0.003

ノルマル酪酸 ｐｐｍ 0.001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001

ノルマル吉草酸 ｐｐｍ 0.0009  < 0.00009  < 0.00009  < 0.00009  < 0.00009

イソ吉草酸 ｐｐｍ 0.001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001  < 0.0001

臭気指数 －  <10  <10  <10  <10 

臭気濃度 10  <10  <10  <10  <10 

施設
性能値

令和5年度

表１８　令和5年度　白庭台地区
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２ 騒音・振動測定 

１） 騒音測定結果 

 

●1月

等価騒音
レベル

時間帯の
平均

Leq Leq Leq

6 ～ 7 49

7 ～ 8 50

8 ～ 9 51 工場稼働音

9 ～ 10 56 工場稼働音

10 ～ 11 51 工場稼働音、航空機

11 ～ 12 53 工場稼働音

12 ～ 13 49

13 ～ 14 53 工場稼働音

14 ～ 15 52 工場稼働音

15 ～ 16 53 工場稼働音

16 ～ 17 50 航空機、自動車

17 ～ 18 48 自動車

18 ～ 19 50

19 ～ 20 50

20 ～ 21 50

21 ～ 22 49

22 ～ 23 48

23 ～ 0 47 自動車

0 ～ 1 47

1 ～ 2 44 自動車

2 ～ 3 45

3 ～ 4 47

4 ～ 5 46

5 ～ 6 48

51 55

※
環境

基準値

47 45
夜
　
間

※「騒音に係る環境基準」平成10年環境庁告示第64号のA類型における基準

表１９　令和５年度　北田原イモ山地区

主な音源
時間帯

NO.３（北田原イモ山地区）

時間

昼
　
間
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●1月

等価騒音
レベル

時間帯の
平均

Leq Leq Leq

6 ～ 7 44 人

7 ～ 8 47

8 ～ 9 53

9 ～ 10 53 草刈り機、バイク、航空機

10 ～ 11 48 ヘリコプター

11 ～ 12 47 風、自動車

12 ～ 13 43 自動車

13 ～ 14 42 人

14 ～ 15 47

15 ～ 16 47 航空機

16 ～ 17 46 人、航空機

17 ～ 18 43 自動車

18 ～ 19 46

19 ～ 20 46 風

20 ～ 21 47

21 ～ 22 46

22 ～ 23 44

23 ～ 0 44

0 ～ 1 42 自動車

1 ～ 2 39

2 ～ 3 42

3 ～ 4 45

4 ～ 5 43

5 ～ 6 42

43 45
夜
　
間

※「騒音に係る環境基準」平成10年環境庁告示第64号のA類型における基準

表２０　令和５年度　白庭台地区

主な音源
時間帯

NO.４（白庭台地区）

時間

昼
　
間

48 55

※
環境

基準値
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２） 振動測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

振動レベル（ｄB) 時間帯別の範囲 振動レベル（ｄB) 時間帯別の範囲

8 ～ 9 30 <25

9 ～ 10 32 <25

10 ～ 11 31 29

11 ～ 12 32 <25

12 ～ 13 31 27

13 ～ 14 32 26

14 ～ 15 32 27

15 ～ 16 33 28

16 ～ 17 31 <25

17 ～ 18 28 <25

18 ～ 19 26 <25

19 ～ 20 28 <25

20 ～ 21 28 <25

21 ～ 22 27 <25

22 ～ 23 26 <25

23 ～ 0 <25 <25

0 ～ 1 <25 <25

1 ～ 2 <25 <25

2 ～ 3 <25 <25

3 ～ 4 <25 <25

4 ～ 5 26 <25

5 ～ 6 29 <25

6 ～ 7 29 <25

7 ～ 8 28 <25

<25～29

<25～29

<25

夜
　
　
間

北田原イモ山地区 白庭台地区

時間帯

表２１　令和５年度　北田原イモ山地区及び白庭台地区

時間

昼
　
　
間

26～33
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３ 臭気・騒音・振動測定位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

臭突（活性炭脱臭装置出口） 

エコパーク 21敷地境界 南東角 

No.4 白庭台地区 

エコパーク 21敷地境界 北西角 

エコパーク 21敷地境界 南西角 

エコパーク 21敷地境界 北東角 

No.3 北田原イモ山地区 

※臭気測定において、敷地境界の風上または風下として『北西角』を測定しなかった場合、 

『北西角』を No.3 北田原イモ山地区として測定します。 
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